
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践・
学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

○学力・学習状況調査結果の分析をもとに
した本校の学習指導上の確認事項を意識し
て指導したと答える教職員を100％にする。

・問題解決型または探求型の学習過程
の在り方を全職員で共通理解し、ノート
指導や学習のきまりの指導の徹底を図
る。

B

・「学びづくり部」を中心として、「学びの五か
条」の見直しを行った。全職員で共通理解し、
学習規律の定着を図ってきた。 A

・学力・学習状況調査結果の分析をもとにした学習指
導上の確認事項を意識して、日々の学習指導に取り組
んでいると答えた教職員は、90%。「学びの五か条」を全
職員で共通理解し、指導の徹底を図ったことで、学習
規律と学習内容の定着に繋がった。

A

・午後の時間も学校全体が落ち着いて学習に
取り組めており、日頃からの積み上げが感じ
られる。またその積み上げが学力の積み上げ
につながっているのだろう。

学力向上コーディネーター

○主体的に学び、進んで考える児童の
育成

○校内研究（算数科）への取り組みを全
職員で共通理解・実践し、算数の学習
が楽しいと答える児童を80％以上にす
る。

・興味・関心・疑問を引き出す教材開発
を行い、既習の「知識及び技能」「数学
的な考え方」をもとに数学的活動を行う
ことで、主体的に学び、すすんで考える
児童を育てる算数科学習指導を研究す
る。

B

・「神野小5つの視点」をもとにした授業づくりや・
「振り返りの視点（た・い・く・す）」に沿った振り返り
活動を行い、子どもたちの主体的に学ぶ姿を育て
る取り組みを行っている。
・前期に全校授業研究会を2回、グループ授業研
究会1回を行った。後期も算数科の授業研究会を
行い、全職員で研究を進めていく。

B

・12月に行った算数アンケートで、「算数が楽しい」「解
きたい問題がある」と答えた児童は７５％と目標には届
かなかった。しかし、教職員へのアンケートから、「神野
小5つの視点」や「振り返りの視点に沿った振り返り活
動」は児童の主体的な学びを促進したり、教職員が授
業づくりをする上で有効であったとほぼ全員が感じてい
ることがわかった。今後も継続して児童の主体的な学
びにつながる授業づくりを行っていく。

B

・目標に届かなかったのは、80％という高い所
に目標を置いたからだと思われる。しかし、目
標をたてたからには、具体的にどう取り組む
かを今後考えていく必要があるだろう。
・思考力を高めるためには算数だけではだめ
で、国語など他教科でも授業づくりが大切に
なってくる。

研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートの各項目に
おいて肯定的な回答をする児童を80％
以上にする。

・道徳的な判断力、心情、実践意欲と態
度を高めるための授業実践力の向上に
取り組む。
・フリー参観デー等で道徳授業を公開
し、家庭・地域と心の教育の連携を強化
する。

B

・道徳科の授業づくりに関する研修会を8月に
実施した。
・保護者や地域の方が参画したふれあい道徳
を実施した。 A

・道徳の授業づくりについて職員研修を行い、豊かな心を身
に着けさせるために、「考え、議論する道徳」について学びを
深めた。
・いじめいのちを考える時間には、命や思いやりをテーマにし
た絵本を活用した。
・道徳の内容項目に関するアンケートを行うと、各項目で肯
定的な回答をする児童は８０％～９０％であった。今後も継続
して道徳的価値を高めていきたい。

A

・肯定的な回答をする児童が多いのは、道徳
の授業が響いている証拠である。ただ、そう思
わないと答えた児童が一定数いたので、どう
してなのかこの点を分析して次年度につなげ
る必要がある。

道徳教育推進教員

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○教職員の研修や教育相談週間、いじ
めアンケート・心のアンケート等の実施
により、学校はいじめ防止・早期発見と
解決に努めていると答える教職員を
100％にする。

・アンケート等で問題事案を覚知した場
合は、早急にチームで対応する。正確に
事実確認をし、話し合いの場を設け、早
期解決を図る。

B

・アンケートで問題事案を覚知し、早急にチー
ムで対応しているが、いじめアンケート・心の
アンケート等の実施時に未然防止教育の手
立てを実施しもっと早く覚知できるようにする。

A

・アンケート結果の数値は「そう思う」が１００％と
はならなかったが、「だいたいそう思う」まで含める
と達成できた。しかし、重大いじめ事案が２件発生
したことは重く受け止めざるを得なく、より未然防
止の取り組みを強化する必要がある。

A

・アンケートの取り組みは今後もしっかりとやって
ほしい。保護者の回答率が低下してきていること
は、統計学的にはあまり影響はないはずである。
・重大ないじめ事案が発生したが、いじめの防止、
早期発見・解決の取り組み自体に異論はない。

教育相談

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●先生達はあなたのよいところを認めて
くれていると答える児童を90％以上にす
る。
●将来の夢や目標を持っていると答え
る児童を80％以上にする。

・学習時間をはじめ学校生活のあらゆる
場面で一人一人の良さを見つけ、お互
いを認め合う学級風土づくりを行う。
・「楽しい学校のステキな○○」を合言葉
に、全職員で自己肯定感を高めるため
の「すてき発見」に取り組む。

A

・「先生達はあなたのよいところを認めてくれてい
る」について肯定的な回答をした児童８４％。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的
な回答をした児童が８５．３％。
・全校児童のよいところを見つけ、承認する「すて
き発見」が、７００人を超えた。自己肯定感を高め
る取り組みが定着してきた。

A

・全職員で全校児童のよいところ見つけに年間を
通して、取り組んできた。その結果、児童の自己
肯定感の高まりが見られ、アンケート結果にも肯
定的な回答をする児童が増えた。
・全職員で自己肯定感を高めるための「すてき発
見」が安定してきた。次年度も引き続き継続し、児
童の自己肯定感の向上に努めていく。

A

・それぞれのアンケートの結果を見ても、児童
の自己肯定感が上がってきていることがわか
る。

教務主任

○特別支援教育の推進 ○特別支援教育COが中心となり、特別
支援学級担任と交流学級担任との連携
を図りながら支援体制を整え、月１回以
上、支援の実態把握を行う。

・「自立活動」や「個別の指導計画の効
果的な活用」等、特別支援教育に関する
ミニ研修を定期的に行う。
・特別支援学級や発達障害傾向の児童
との関わり方について学校全体で理解
を深める。

A

・特別支援教育部会を定期的に開き、情報共
有と研修に努めた。
・特別な配慮を要する児童について、連絡会
等で情報共有を図り、チームで支援を行っ
た。

A

・特別支援学級担任で、週１回情報交換会を
開き、児童理解と支援技術の向上に努めた。
また、来年度は大幅な学級増が見込まれるこ
とから、新入学時の情報収集を行うとともに、
学級編成の素案作りなど、見通しをもった動
きができている。

A

・複数の支援学級が同じ教室内で間仕切りの
状態で学習している状況などを見ても、支援
学級担任の情報交換会の必要性は感じられ
る。情報交換を密に行うことは非常に大切な
ことである。

特別支援教育コーディネー
ター

●運動習慣の改善や定着化 ●学習時間以外に運動遊びやスポーツ
などを日頃から進んで行っていると答え
る児童を80％にする。

・外遊びの奨励、スポーツチャレンジ等の取
り組みによって、日常的に体を動かす機会
を増やし、意欲向上のきっかけにする。ま
た、体育の授業において、運動の喜びが感
じられたり基礎体力の向上につながったり
する活動を取り入れる。

B

・男女問わず、多くの児童が外や体育館で遊
ぶ姿がみられた。
・後期は、スポーツチャレンジへの取り組みを
推進していく。 B

・「運動がすきか」という質問には、89.6％の児童が「そ
う思う」「だいたいそう思う」と回答していた。しかし、1年
生が97.6％に対し、5年生が87.3％、6年生が82.7％と
高学年になるにつれて、「運動が好き」と感じる児童が
減ってきている。全体の71.1％の児童が外遊んでいる
ため、運動が苦手な児童が、運動を楽しめるように、体
育などを通して、運動することの楽しさや面白さを感じ
ることができるような取り組みが必要になってくる。

B

・スポーツチャレンジについては、具体的取り
組みの計画の一貫性が感じられない。

体育主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●健康に良い食生活をしていると答える
児童を80％以上にする。

・担任と栄養教諭が連携し、計画的に食育
指導を行う。また、授業参観時に食育の授
業を行うことで、家庭への食育へとつなげ
る。

B
・１学期の調査では、健康に良い食生活をし
ている児童は85.5％であった。今後、授業参
観等で食育の授業を行い、家庭への食育に
つなげたい。

B
・調理実習や家庭科の授業で積極的に栄養教諭が授
業に参加して食育の啓発を図ることができた。2年生と
の給食に関する授業をTTで行い、好き嫌いしないこと
の大切さについて考えさせることができた。

A
・アンケート結果を見ると昨年度より意識が向
上しており、食に対する指導が児童に通って
きていることがわかる。

栄養教諭
食育担当

●安全に関する資質・能力の育成 ●児童の交通事故・重大事故を０（ゼ
ロ）にする。

・担任、安全指導、生徒指導主任との連
絡を密にし、常日頃の生活指導や交通
安全教室等を通して児童の安全への意
識を高める。 A

・交通安全教室を全学年対象に実施し、正しい歩
行と自転車の乗り方についての意識付けを行っ
た。
・全校集会でヘルメット着用の重要性を説明し着
用の徹底を図った。

B

・交通安全教室を実施、交通安全や自転車の乗り方に
ついて意識付けを行うことができた。
・全校朝会や学年朝会、学校だよりなどで重要性を説
明することができたが、まだまだ着用率は低いので継
続した指導が必要である。
・交通事故は１件発生した。

B

・地域には危険な横断歩道や交差点が多くあ
るので、よりいっそうの意識の向上が大切で
ある。
・公民館でのスケートボードなど地域で安全な
遊び場が確保できればと思う。

生徒指導主任
安全教育担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限（月45時間、年360時間）
を遵守する。

・行事や教育活動、各種会議について
の見直しやICTの活用により業務の効率
化を進める。
・働き方についての意識改革を進め、時
間外勤務時間の削減や定時退勤の取
組を徹底する。

B

・時間外在校等時間の上期の合計の平均が
昨年度比で９時間少なくなっている。
・授業時数の余剰の見直しにより、放課後の
時間が有効に使える日ができたことが、時間
外在校等時間の減少につながっている。

C

・今年度も時間外勤務時間３６０時間を越える教
職員が多くなってしまった。平均時間外在校時間
も昨年度とほぼ同程度である。
・ハード面で働き方改革につながることは積極的
に取り入れているが、年間を通してみると大きな
変化にはつながらなかった。

C

・意識は高まってきているが、実際の働き方自
体は大きく変わらないという問題がある。
・職場に帰りやすい雰囲気はあるのか。
・年休取得率が上昇していることは評価でき
る。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

◎地域連携を効率的・効果的に推進し、
地域の良さを知り、進んで地域に関わろ
うとする気持ちを育む教育活動の充実

◎地域の良さを知り、地域の人と一緒に
活動や学習することが好きと答える児童
を80％以上にする。

・各教科並びに総合学習において、地域
の「人･物･事」を活用した学習活動を積
極的に仕組む。また地域の関係者と学
年の担当者との連絡体制を整える。
・まちづくり協議会と連携を密にし、児童
が地域行事等に進んで参画しやすい環
境を整える。

A

・夏休みには、「神野校区ラジオ体操会」「神
野校区夏祭り」等、地域行事が再開された。
児童も学校職員も積極的に関わり、地域に参
画しやすい環境づくりに取り組んだ。
・「まちづくり協議会」の定例会や各行事の実
行委員会に学校からも参加し、連絡体制を整
えてきた。

A

・「地域の人と一緒に活動や学習することが好き」
と答える児童が85.8％であった。地域の行事が再
開され、児童も学校職員も積極的に参加し、進ん
で地域に関わろうとする気持ちが育っている。
・「まちづくり協議会」の定例会や各行事の実行委
員会に学校からも参加したことで、地域に関わろう
とする気持ちや環境が整ってきた。

A

・夏まつりをはじめ、まちづくり協議会が行う
行事は子ども中心の考えで行われている。

教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度は、コロナ感染防止対策の緩和に伴い、多くの教育活動や行事、地域の催しがコロナ禍以前の状態にもどった。まちづくり協議会や関連機関など再び地域と連携し、開かれた学校づくり、心豊かな地域を愛する児童の育成に取り組むことができたと考える。
・校内研究では、「算数科」を中心に授業改善、学力向上に努め、全国学習状況調査や県学習状況調査では、すべての学年・教科で県平均を上回る結果が得られた。しかし、大きないじめ事案や児童の問題行動等の事案の発生、個別の支援を必要とする児童の増加があり、学校
全体で組織的な対応を迫られることとなった。他者への思いやりや社会性を身につける教育活動を充実させていきたい。
・幸い重大な事故には至らなかったが、交通事故が一件発生してしまった。今後も事故防止に向けて、児童への安全指導を強化し、地域とも連携して児童の安全を守るための対策を進めていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

校内研究では、「算数科」を中心に授業改善、学力向上に努め、全国学習状況調査や県学習状況調査では、すべての学年・教科で県平均を上回る結果が得られた。児童の問題行動等の事案は少なく、全体的に児童は落ち着いて生活できている。しかし、個別の

対応や支援を必要とする児童も少なからずおり、学年や学校全体でケースに即した対応ができるよう組織的な体制の改善を図っていきたい。今年度は、児童の重大な交通事故は発生しなかったが、今後も事故防止に向けて、児童への安全指導を強化し、地域と

も連携して児童の安全を守るための対策を進めていきたい。

２　学校教育目標

夢をもち　心豊かに　たくましく生きる　神野っ子の育成

   合言葉 「楽しい学校のステキな○○」

３　本年度の重点目標

①自己肯定感・自己有用感の育成による心の安定

②健康・体づくりに対する意識の向上と望ましい運動習慣・食習慣の形成

③業務改善・教職員の働き方改革の推進

学校名 佐賀市立神野小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


